◇メーデン皇帝領・月夜の剣銃編（後編）の解説

　＊激しくネタばれるよ。本編読んでから見てちょ！
　女性の国後編。いや～、長いね。しかも省いて省いてこれだからね。

　いろいろと言いたくても言えなかった（容量の問題で）ことがありますので、ちょっと解説と補足をしまくっちゃおうと思いま～す↓
＠勝手に自問自答

Ｑ：いや、皇帝は真性のタラシだろ？

Ａ：「皇帝は基本的に一途」の部分です。

　ここはその後に彼に関する解説をしていたのですが、非常に長かったので省きました。興味がある方は「＠ちょっくら補足でもしてみっか！」の「皇帝擁護」を御覧ください。

Ｑ：なぜ見守られたし。

Ａ：冒頭の部分でリオナ＝ウィンガルが“友”を殺していますが、その殺人シーンをなぜか黙って眺める４人の騎士。実はあの殺人は“罪”にならない殺人なのです。あくまで皇帝領内の、しかも騎士団のみのことであり、“悪シキしきたり”とでも言いましょうか。
　騎士団長の就任は団長の自発的退任や皇帝の指示によって行われますが、例外として「決闘」があります。

　これは騎士団長に名乗りを上げた人物が“騎士団長以外の全員”に許可を取り、それによって成立するシステム。名乗りを上げた人物は騎士団長と決闘をして、勝てば騎士団長に、負ければ退団となります。

　これの勝敗は必ずしも「死」によって決定するわけではなく、どちらかの敗北宣言によっても決まります。

　先程“罪”にならないといいましたが、実は本編での決闘には２つの違反があります。

　１つは“エリーナ”は決闘を許可していないこと。もう１つは“まいった”と言う相手の言葉を無視して殺害した（本編でこの描写は無し）ことです。

　これらのことにも当然、周囲の４騎士は気がついていましたが「奴を殺して騎士団長に」というリオナの願いをかなえるディスペアによって、精神をあてられてしまっていました。

　これはエリーナにも有効であるはずでしたが、リオナは僅かに残った理性で彼女をその場に召喚せず、決闘を実行しました。

　この配慮が後にエリーナを苦しめ、しかしリオナの暴走を止めた……。リオナにとってこの判断が正しかったのかどうかは見方によりますね。
　緑炎の騎士がリオナの事情を知っている風に話しているのは未だに魔剣の瘴気が残っているからでしょう。

　ちなみに、青髪の騎士は当時のメンバーではありません。
Ｑ：７騎士はそれぞれ武器が違う？

Ａ：まぁ、みんな「剣」なのですが、全員違う形状のものを持っていますね。別にそんなしきたりはないのですが、今は奇跡的にそうなっています。

　本編ではあまり描かれていませんが、緑炎の騎士は「杖に仕込まれた細身で螺旋状の刃」の剣を所持しています。これは魔術とはいえ、炎を簡単に飛散させる為……だそうです。

　ついでに。彼女の名前は「ラコッタ＝ブレイデル」。３７歳の年増ですが、見た目は２０代・Ｈカップという妖艶な美女となっております。

Ｑ：４人の剣士が跪いた？

Ａ：これも最初の部分ですね。「７騎士」はその名の通り７人。落ちた一人と落とした騎士。それに＋４人だと合計でも「６人」。あと一人は“エリーナ”です。彼女はその場にいませんでした。だから、人数から省かれているわけですね。
Ｑ：なぜ殺したし……。
Ａ：「皇帝お気に入りの女性をなぜリオナが殺しているのか」という質問。皇帝に気に入られるのが目的だったので、餌もそれに沿った者を選んでいたのでしょう。

Ｑ：殺したら騒ぎになるじゃん。

Ａ：上の質問に派生。彼女は妻となった女性は手に掛けていません。むしろそうなる前に「町を出て行った」などと誤魔化していました。「気づけよ！　皇帝！」という言葉もわかります。責任は彼にも当然ありますが、数万単位の女性を相手にしなければならない地球最大のハーレムの主として、その全てを把握しろというのは少し酷な気もします。それを補佐する当事者が犯人ということもありますし。

　下の「補足」を読んでいただければちょっと納得するかもしれないです。

Ｑ：幾らなんでもアレだけ騒いだらばれるだろ。

Ａ：最後の３面戦闘ですね。これは……だって、そうしないと盛り上がらないから……。

Ｑ：最後に朱雀が落ち込んでいたのはエリーナの先が不安だから？

Ａ：これは違います。朱雀たちからするとエリーナの未来は確かに不安ですが、そもそも計画の時点で朱雀は「これは彼女の将来に影を落とす仕事だ」と理解しました。だからこそ、彼女に確認を取ったわけですが……彼女の意志の固さを見て、強い心を持つ女性の覚悟に敬意を表して彼も覚悟を決めます。だからあの時点で迷いはありません。エリーナに失礼ですから。
　じゃ、なんで悩んでいたのかというと“フラれたから”です。エリーナが皇帝の妻の１人であることが途中で発覚していますが、それによって断念せざるをえなかったことが悔しいのでしょう。

　「彼女が罪を受けることに敬意を表して諦めたんじゃねぇのかよ！」という声には「それはあいつこそが真性のプレイボーイだからさ」と答えておきます。ある意味ダメ人間ですね。
Ｑ：玄武は魔術師？
Ａ：彼は魔術師ではありません。それなりに知識と技術はありますが、あくまで見習いレベルです。じゃ、なんでなんか凄そうな魔術師に勝ったのかというと、あの“紙切れ”に秘密がありました。
　玄武は「魔力量」についてはすでに一人前レベル以上。何がダメなのかというと、魔術の術式をこなす「作業・技術」の部分がダメなんです。

　魔術は身近な学問に例えると「数学」。化学や物理学などの理科系よりもどっちかといえば算数系なんですね。玄武は色々発明していることからも解るように、「計算力」は高いです。が、計算力も大まかに分けると「発想の豊かさ」と「正確さ」に分かれます。

　「ここはあの公式だ！」と閃くことは得意な玄武も、その公式を間違いなくこなすのは苦手。知能的には「正確さ」も高いはずなのですが、性格的に「おっちょこちょい」なので結果的にミスが多くなります。

　「発明」は１人でゴソゴソと時間をかけて行えて、尚且つ失敗しても「ありゃりゃ、またやり直しかぁ」で済みます。「魔術」も研究の段階ではそれでいいのですが、実用・実践の段階になると今度は「正確さ」が重要になります。
　どちらも僅かなミスで台無しになる「計算（儀式）」を用いるのは同じですが、実践のタイミングが異なるので、玄武は「正確さ」を求められる「魔術」が下手なんですね。
　そんな彼が今回用いたのは友人の大魔術士であるセント・ヘレナ（男）が書いてくれた“インスタント魔術（インマジ）”なるもの。これはあらかじめ「計算」を「正確さ」に長ける魔術師が行って、その事実と成果を紙に記すことで「魔力」さえ足りればいつでも、誰でも使用できるようにした優れもの。

　本来は小魔術程度しか扱えないインマジも、玄武の“発明”とヘレナの“協力”によって実戦で通じ過ぎる大魔術のインスタント化に成功しました。
　ただし、インマジは「正確さ」を必要としない代わりに元の術者をイメージする「発想の豊かさ」が重要となります。魔術師の間では「むしろインマジの方が難しいよね」と存在価値が薄い、「使えない子」として扱われています。
　確かに、魔術を使えない人に魔術を使ってもらうのに、普通の手順より難しいのでは本末転倒ですね。
　今回の活躍も、“玄武ならでは”と理解しておいてください。

＠ちょっくら補足でもしてみっか！

▽皇帝擁護

　皇帝は本当はプレイボーイじゃないんだよ、本当だよ！　……ということで本編で省いた文章をまるごと掲載。これで少しでも彼を擁護できれば嬉しいな。でも、やっぱり何かムカつく髭皇帝……Ｓｈｉｔ！！
＊本文抜粋箇所↓

　立場上、皇帝はこの「ハーレム」を維持することがその存在条件となる。例えばある日突然皇帝が「私はこの人しか愛さないから、他の女性はもう気にも留めないよ」などと言い出したら一大事である。なぜならその言葉で国が滅ぶから。

　この国はかつてこそただの「ハーレム」という皇帝専用の娯楽組織だったものの、今では一つのメーデン皇帝領という「国」。そこには生活する人々とこの国が関る国家間情勢が存在する。まして大国“フランツ”にとっては親とも言える存在。

　フランツが大国たる理由の大きな要因である「威厳と歴史」の根底がメーデン皇帝領の存在と皇帝なので、それらが崩れると実質的にフランツの威厳は崩壊する。メーデンが消えることによる世界的影響は計り知れないものとなる。

　皇帝も１人の男であり、彼には世界を知る必要性がある。必然的に彼は同じ帝位にあっても「ハーレム」ではない人間を知り、純愛や一途な恋に生きる人間をも知る事になる。

　ハーレムを築いてただ浮かれることができるのは「自由な者」に限られる。

　求めてそれを築いた・正妻（一人の女性）にのみ愛情を注いでも文句を言われない・いつでも現状を捨て去れる・など。

　誰しも趣味や食べ物などには「これが一番！」というものが存在するはず。これは必然的に発生するものである。

　必然を必然たらざるものとして偽る事には多大な疲労が伴う。「一人を愛するな」という状況で、だがそれでも正妻は定めねばならず、新しい恋愛を退位するまで繰り替えさなければならない。

　皇帝の恋愛に対する積極性が国の活発さに直結する状況で、「一番の女は彼女だから、お前らはそれ以下ね」と傲慢な態度をとれるはずもない。問題あれば武力で叩き伏せられた時代ならいいが、今は女性の社会進出著しい“現代社会”なのである。
　現皇帝・ルトメイア１３世は心優しく、情熱的な気質を持っている。

　本来の彼は１人の女性を生涯愛し、守り続ける“純愛”タイプなのであろう。それは愛読書などからもうかがえる。それでも彼は自分の立場を充分に理解している優秀な皇帝でもあるので、自分をコントロールして必死にプレイボーイを気取っている。

　そんな彼も強く心を惹かれ、その想いが解消できずに待たされている状況ではさすがに他の女性と関る気分にはなれない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑以上、仮本編より抜粋。
　――と、いうことなんです。ね、長いでしょう？　しかも「いるか、コレ？」という内容なので本編では省きました。

＠サブタイトル一覧

　各「Ａｃｔ」のサブタイを公開するＹＯ。例によって後付けだＹＯ。

Ａｃｔ１：ＫＹってまだ死語じゃない……な！
Ａｃｔ２：皇帝の寝室を褒め称えよう！

Ａｃｔ０：３人の女騎士

Ａｃｔ３：作戦決定

Ａｃｔ４：眠り子玄武

Ａｃｔ６：３面戦闘開始（ただしカットする）！
Ａｃｔ５：出会ってしまった“異界の悪魔達”

Ａｃｔ７：忠誠の騎士に敬礼を……
